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機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管 

一般医療機器 カテーテルコネクタ 32339000 

ハナコ・誤接続防止コネクター 

再使用禁止 

 

 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

1) 再使用・再滅菌禁止 

＜併用医薬品＞ 

1) 本品を通してアルコール、フェノール等を含む薬剤を注入しない

こと。[相互作用の項参照] 
2) 本品の接続部分をアルコールを含む消毒剤で拭かないこと。[相互

作用の項参照] 
 

【形状・構造および原理等】 

本品形状 

 

 

 

  

 

材質 

部 品 材 質 

A：サクションコネクター ポリ塩化ビニル 

B：チューブ ポリ塩化ビニル 

C：PCコネクター ポリカーボネート 

本品はポリ塩化ビニル（可塑剤：フタル酸ジ-2-エチルヘキシル）を

使用している。 

 

【使用目的又は効果】 

本品は胆道系、膵管系、尿路系、気道系、消化器官系及び分泌腺に

留置した排液用カテーテルと、延長チューブあるいは排液を貯蓄するド

レナージバッグ等の別の対象物に接続する際、誤接続防止を目的として

使用するコネクターである。 

 

【使用方法等】 

＜一般的使用方法＞ 

1) 包装を開封し、包装内から製品を取り出す。 

2) 目的部位に挿入された排液用カテーテルにＰＣコネクターを確実

に接続する。 

3) 手動式低圧持続吸引器、又は自動式低圧持続吸引器の排液用延長チ

ューブのコネクターをサクションコネクター側へ確実に接続する。 

4) 胆汁バック、又はドレナージバックを接続する場合は、排液用延長

チューブのコネクターをサクションコネクター側に確実に接続す

る。 

 

＜使用方法に関連する使用上の注意＞ 

1) 本品は、排液を目的とした体内留置用ドレナージチューブの誤接続

防止コネクターとして作られている為、高圧負荷の掛かる機器及び

器具への使用はしないこと。 

2) 本品を他の機器と接続する場合には、ゆるみや外れの発生がないよ

うに確実に接続を行うこと。 

 

【使用上の注意】 

1.重要な基本的注意 

1) 本品の接続が短期間又は長期間に関らず、本品の破損、接続部の緩

み、液漏れ、外れには十分に注意し、定期的に確認すること。 

2) 本品の接続部の固定を確認し、就寝時、体位交換時、歩行移動時な

どにおいては、本品の外れには十分に注意すること。 

3) 可塑剤であるフタル酸ジ-2-エチルヘキシルが溶出する恐れがある。 

4) 脂肪乳剤および脂肪乳剤を含む医薬品、ヒマシ油などの油性成分、

界面活性剤を使用する場合は、ポリカーボネート樹脂製のコネクタ

ーのひび割れについて注意すること。[薬液によりコネクターにひ

び割れが生じ、薬液漏れ、空気混入などの可能性がある。なお、ラ

イン交換時の締め直し、過度な締め付けおよび増し締めは、ひび割

れの発生を助長する要因となる。] 

5) ひび割れが確認された場合は、直ちに新しい製品と交換すること。 

6) 全ての接続が正確でかつ安全であることを確認すること。 

7) 本品に接続不可能な製品とは併用しないこと。 

 

＜相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）＞ 

1.併用禁忌（併用しないこと） 

医薬品等の名称等 臨床症状・処置方法 機序・危険因子 

アルコール、フェノ

ール等を含む薬剤 

本品に注入しないこ

と。 

ひび割れが生じて薬

液が漏れる可能性が

ある。 

アルコールを含む消

毒剤 

本品の接続部分を拭

かないこと。 

ひび割れが生じて薬

液が漏れる可能性が

ある。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1) 保管方法 

水濡れに注意し、直射日光、紫外線及び高温多湿を避け、乾燥した

涼しい場所で室温にて保管すること。 

2) 有効期間 

製品ラベル参照。 

[自己認証(当社データ)による。] 

 

 

 

 

 

 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：ハナコメディカル株式会社 

〒330-0073 埼玉県さいたま市浦和区元町2-24-11 

TEL 048-881-4001 
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